〈特別展記念講演会講演録（1）〉京都の町衆と神田家 by 五島 邦治
　東洋史の碩学で、古典籍の収集家としても
知られる神田喜一郎博士の宅は、大谷大学と
も至近の、現在の京都市上京区室町通今出川
上ル築山北半町にあって、代々は両替商を営
む有力な京都の町人の家柄であった。初代の
喜左衛門（法名宗雲、貞享元年《１６８４》没）
は、摂津国島下郡（現大阪府茨木市福井）の
出身で、寛永年中（１６２４～４４）に京都に出、
この地で家業をはじめたという。出身の国名
から屋号を津国屋といい、代々、東本願寺派
長徳寺の有力な檀徒でもあった。
　その九代目家寿の六男、神田信久（寿海、
文久２年《１８６２》没）は、十一代久伯、十二
代目の実子喜久を後見した神田家にとっては
重要な人物で、現在残された神田家記録の多
くはこの人の手になる。ところで、豊臣秀吉
が天正１９年（１５９１）に上京と下京の町に対し
て地子（地代）を免除した朱印状などの重要
文書とともに、町外不出の秘本として上京親
町筆頭の上立売親九町組に伝えられてきた
『親町要用亀鑑録』と『上下京町々古書上立
売明細記』（嘉永７年《１８５４》）という記録が
ある。京都の町の歴史を知るうえでの基本的
な史料であるが、この筆者こそ先の神田信久
であった。上京上立売組の長老であった信久
が、丹念に京都の各町に残された文書を調査
し、京都の町の由緒をまとめたものである。
大谷大学に寄贈された神田家記録の中にも、
『上古京立売親九町組年中行事要用録』（嘉永
６年冬）、『上立売親町来由録』という表題の
冊子がある。前者こそは『親町要用亀鑑録』
の元本ともいうべきもので、町の求めに応じ
て写し与えた状況が、朱筆で奥に追記されて
いる。後者は、同じく上立売親九町組に残っ
た『上古京立売親九町組年中行事要用録』の
元となった本と考えられる。その他、『古御
触書抜留』（嘉永６年）は下京の惣町文書を
書き留めたもので、この原文書が残らない現
在、写本として貴重な存在になっている。神
田家記録には、こうして京都の町の由緒に関
する重要な記録が多数含まれているのであ
る。
＊
　室町時代後期、もっぱら商工業に従事した
京都の都市民は、祇園祭などの祭礼を軸とし
て組織化を進め、民政・警察などにわたっ
て、町の運営を自治的に行うようになる。こ
れが「町衆」である。とくに１６世紀中ごろに
は、室町幕府の将軍継承をめぐる政権の混乱
や天文法華一揆による自治機運もあって、京
都の町の組織化が進んだ。すなわち複数の町
が集まっていくつかの組町を作り、さらにそ
の組町が惣町を構成するのである。これを
「町組」というが、京都の場合、そうした惣
町（町組）として、上京と下京の二つがあり、
当初はそれぞれ五つの組町で構成されてい
た。これがその後の京都の町組織の基礎にな
り、江戸時代を通じて町と町組を広げていっ
たのである。当初からある町組の町を「古
町」、その後市街部の発展とともにできた町
を「新町」とよんで区別している。神田家の
あった築山町は、上京立売組に属する古町で
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あった。
＊
　室町時代後期、上京が惣町として、武家に
対抗したり、構成される町相互間の調整をし
ていたようすを、当時の公家の日記から知る
ことができる。
　権大納言山科言継の日記『言継卿記』によ
ると、天文１６年（１５４７）正月１１日、守護大名
細川の有力な家来である上野玄蕃頭元治が、
公家の一条家敷地内にある民家の地子（地
代）につき、武力によって干渉しようとした
ことがあった。一条家の急報によって、山科
言継は家来に武装させてみずから駆けつけた
のであるが、その場には多くの公家や武家奉
公人とともに「上京中地下之輩」が集まって
おり、全面的に一条家を支援することを表明
したという。この「上京中地下之輩」とは上
京の町連合体である惣町にほかならなかっ
た。
　また、天文１９年（１５５０）７月１５日には、同
じ上京内にあった一条殿門前の町と誓願寺門
前の町の二つの町が喧嘩を起こし、死者まで
出した。翌日「上京中」百二十町として両町
を仲裁したという。上京の共同体が連合し
て、その構成される町同士の喧嘩を収めたの
であろう。
　こうして室町時代以来、上京の惣町は、時
には武力を以って、強い意志力で町の自治を
運営してきた。神田家の属した立売組も、そ
の組中の築山町も、そうした自治を指導して
きた町としての誇りをもっていた。代々の神
田家当主はその町の長老の後裔であり、先の
信久の『親町要用亀鑑録』には、自治を運営
してきた町衆の自負が表明されている。
＊
　「町衆」は、また公家と交流をもち、文化
的な活動をしている。それが有力町衆のス
テータスでもあった。上京小川に居住した筆
作の木内弥二郎を例にその実態をみてみよ
う。
　同じ『言継卿記』天文３年（１５３４）８月２
日条によると、山科言継は寿命院という僧か
ら借用した『伊勢物語肖聞抄』という書物を
「小川之筆作弥二郎」を通して返却している。
この「弥二郎」は木内弥二郎といい、小川で
「筆作」の商売をした町人であったが、同時
に「狂言者也」とも言われるように、ほとん
どプロ化した町衆の中の狂言役者のひとり
で、内裏や公家の邸宅で能の狂言を演じたら
しい。たんに演じただけではない。天文１３年
（１５４４）正月には、内裏で天皇御覧の猿楽能
（当然狂言はその中の１パートを担う）を行
うにあたって、これもまた当時もてはやされ
た町衆猿楽役者の渋谷を呼ぶことになり、言
継はその斡旋をこの弥二郎に命じた。また、
同年の１１月には、木内弥二郎が山科言継邸を
訪れ、豊後国へ渋谷を同道して下向するにあ
たって、かの国の戦国大名である大友への紹
介状を書いてもらっている。これは、九州で
渋谷の能興行を行うための手づるを求めたの
であろう。木内弥二郎は、みずから狂言を演
ずるかたわら、能興行の仲介や世話をするプ
ロデューサーのような役割を果たしていたの
である。
　これより前、延徳３年（１４９１）４月２３日に
は、相国寺の万松軒に「小河手猿楽大夫」（手
猿楽は素人猿楽の意味）が参入したこともあ
る（『実隆公記』）。応仁の乱以後、京中のこ
うした町衆中に組織された猿楽集団が、内裏
や公家邸に競って猿楽を演ずることが流行し
たのである。木内弥二郎といい、「小河手猿
楽大夫」といい、上京の小川周辺にはそうし
た経済力をもちながら教養人を標榜する都市
民が居住していた。
　神田家の代々が漢籍や古典に関心をもち、
その古書を収集した背景には、代々門徒で
あった東本願寺の伝奏家（朝廷に取り次ぐ特
定の公家）である、 勧 修 寺 家 の影響があっか じゅう じ け
たといわれている。京都の町衆の家屋は、豊
臣秀吉の地子免除までは、公家の所領の上に
大谷大学図書館・博物館報（第２２号）　（ 7 ）
建ち、住人である町衆は、地子を公家に納め
ていた。つまり農民と同様に、領主があっ
て、本所と仰いでいたのである。それはたん
に領主と領民の関係以上に、親密な関係を
もっていた。
　現在の上京区新町通今出川下ルに徳大寺殿
町という町がある。室町時代には公家の徳大
寺の邸宅があったことにちなむ町名である。
『言継卿記』にも、山科言継がここにあった
徳大寺邸を訪ねた記事があり、絵師の狩野元
信に引き合わされている。そのとき、元信は
徳大寺邸の裏に居住していたという記述もあ
る。現在、徳大寺殿町の北寄りに、新町通の
西側を通る小川通へと貫通する細い道があ
る。京都ではこうした細い道を「 図 子 」とよず し
んでいるが、この図子は「狩野図子」とか
「元図子」という名がついており、前者は狩
野元信の邸宅地という由緒によるものであっ
て、『言継卿記』の記事とも符合している。
江戸時代になって、徳大寺の邸宅そのもの
は、この徳大寺殿町から内裏の側に引っ越し
し、さらに明治以降は東京に引き移ったので
あるが、少なくとも最近まで、町内の人たち
が毎年徳大寺殿の墓地のある鴨東の真如堂に
参拝するのを例としていた。江戸時代になっ
て公家が領主でなくなっても、町の由緒とし
て公家との関係はつづき、町衆は公家をたい
せつに扱って、習慣を残してきたのである。
　京都の町衆の文化的な活動は、こうした公
家との交流の中で育ち、伝統を維持してきた
のである。神田家の文化的な活動も、このよ
うな町衆の伝統的な系譜中で考えられると思
う。 
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